
Ⓒ City of Sendai All Rights Reserved.

先端テクノロジー・データ利活用ユースケース創出支援事業

事例報告書

1

（第４号様式）

株式会社Asian Bridge

生成AIを活用した
コミュニティ運営・情報発信支援ツール

の開発と実証



Ⓒ City of Sendai All Rights Reserved.Ⓒ City of Sendai All Rights Reserved.

要約
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タイトル

１．想定ユーザーの抱える課題及び解決
方法

【想定ユーザーの課題】
①コミュニティ運営者
顧客属性に応じた対応やマッチングが属人化し
ており、スタッフ育成の再現性が低い。また、得ら
れた情報や人脈の効果的な内部共有や、必要
な相手への適切な個別発信が困難である。
②所属企業（スタートアップ・中小）
採用や集客に向けた広報活動の負担が大きく、
発信力の強化に課題がある。また、身近な事例
不足によりAI活用のハードルも高い。

【解決方法】
生成AIを組み込んだ新規システムを構築し、「コ
ミュニティ運用支援」と「情報発信支援」の2軸で
アプローチする。運営面では、データ分析とAIに
より属人化を解消し、効果的なマッチングや個別
情報提供を実現する。所属企業向けには、各
社の事業内容を捉えた広報投稿の作成をAIで
効率化し、発信力を高める。これにより、運営の
内部課題と企業の外部発信課題を同時に解
決し、コミュニティ活動を活性化させる。

２．実証実験等の実施内容

LLMを活用したWEBシステムを新規開発し、以
下のテーマで検証と改善を行った。

【運営者向け：支援の標準化と質向上】
①サマリー作成精度（定性）：顧客属性や
会話メモからAIが要約やチャットを生成。企業
情報をマークダウン記法で拡充し、プロンプトを改
良して推論精度を向上させた。
②回答のリードタイム（定量）：相談発生か
らAIで回答を得るまでの時間を計測し、経験の
浅いスタッフの業務効率化を検証した。
③提案内容の質（定性）：会話ログから支
援ヒントを自動生成し有用性を評価。画面導
線やテキスト等のUI/UX改善も実施し、属人化
を防ぐ仕組みを検証した。

【所属企業向け：AIを活用した発信力強化】
④SNS発信のリードタイム（定量）：GPTに
よる求人やSNS投稿の自動生成機能を構築。
アカウントを紐づけたテスト投稿で作成時間を計
測し、実用化に向けた課題を洗い出した。

３．実証実験等の結果

①サマリー作成精度（定性）：UI等の改善
で「参考にならない」等の低評価が激減し実用
段階へ向上。協業や資金調達の提案など全
1290件中287件で有益な支援ヒントが生成さ
れ、新人スタッフの研修・情報把握にも有用とい
う評価だった。
②回答のリードタイム（定量）：インターン生
の実測で相談から回答生成までの時間が約5
分短縮されることを確認。経験の浅いスタッフの
対応効率を大きく底上げできることが実証され
た。
③提案内容の質（定性）：AIの提案を機
に、インターン採用やペルソナ議論などリアルな支
援対話へ繋がった事例が約10件発生。一方
で、企業の現在のフェーズ（開発段階か等）に
合わない時期尚早な提案が一部残る課題も確
認された。
④SNS発信のリードタイム（定量）：イベント
告知等を主催・参加者目線で生成。整理から
微調整まで約6分（生成15秒）で完了し「ゼ
ロから考えるより楽」と高評価だった。ただし意図
通りの出力には目的や事業内容等の背景情報
を入力する工夫が必要である。

４．今後の方針・展開

①システムの実用性と精度の向上（方針）
支援提案の的確さを高めるため、Slack等の
ツールからのデータ定期取得や、日常の「生の
声」を記録する機能を追加し、RAG技術を強化
することを検討。また、SNS投稿機能では、過
去の履歴から投稿者のニュアンスを学習・再現
する仕組みや、投稿のトーンや裏話などを指定
できる入力フォームを実装し、属人化を防ぎつつ
高品質な生成ができるようUI/UXを改善が効
果的だと考える。

②広域ビジネス創出AIプラットフォームへの進
化（展開）
本システムを他コミュニティスペースへも展開し、
複数拠点を繋ぐ機能拡張を図ることを想定。さ
らに行政向け画面を新設し、官民データを統合
するプラットフォームを目指す。これにより、入居
企業は他拠点との協業や最適な行政案件の通
知を得られ、施設側は商談を生むインフラとして
価値が向上する見込みである。行政も企業ニー
ズのリアルタイム分析が可能になり、地域全体の
ビジネス活性化と課題解決に貢献を目指す。

会社名

生成AIを活用したコミュニティ運営・情報発信支援ツールの開発と実証

株式会社Asian Bridge
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想定ユーザーの抱える課題及び解決方法

想定ユーザー

①東北最大のコミュニティスペース『エンスペース』のコミュニティマネージャー及びコミュニティスタッフ
定義：起業・創業支援を伴うコミュニティスペースにおいて、企業同士のマッチングや紹介を通して企業の課題解決を行うコミュニティマ
ネージャー、コミュニティスタッフ

②エンスペースに所属または一定の関わりを持つ仙台のスタートアップ企業及び、中小企業
採用担当者や広報担当者

想定ユーザーの抱える課題

①エンスペースのコミュニティマネージャー及びコミュニティスタッフ
・コミュニティ内の顧客属性により、コミュニティ活性化の方法や企業同士のマッチング方法の最適解が異なるため、コミュニティマネー
ジャーやコミュニティスタッフの育成の再現性担保が難しい。
・顧客とのコミュニケーションを通して得る情報や人脈が属人的であり、効果的な内部展開や情報活用が難しい。
例）補助金、助成金の情報などが入ってはくるものの、コミュニティ内での一方的な発信となり、必要な方へ個別リーチ率が低いなど。

②エンスペースに所属または一定の関わりを持つ仙台のスタートアップ企業及び、中小企業
・採用や、集客を目的とした発信力の強化。
・AI活用を推進したいが、身近に活用事例が少ないことや情報不足による活用のハードルが存在する。
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解決方法
生成AIを組み込んだシステムを新規構築し、コミュニティ運営の内部的課題と、
利用者の外部発信の課題の双方を解決して活動を活発化させる。

また、当実証を行うことで、宮城県内の他コミュニティ運営・企業にも
システム全体もしくは機能の一部を展開し、地域全体でコミュニティ
活動が活発な風土づくりを目指す。

■機能・画面構成図
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想定ユーザーの抱える課題及び解決方法

コミュニティ
運用支援

情報発信
支援

生成AIにて
実現

認証機能 ログイン

管理アカウント管理

コミュニティ管理機能

顧客情報管理
AI(クラスタリング)による、顧客の属性に応じたセグメント化。セグメントごとのラベル付けの自動生成(生成
AI)。顧客サマリは手動更新も可能で、知見等の再活用が容易。

サポートチャット
顧客からの問い合わせに答えるためのサポート機能。ChatGPTのようなチャット形式で、RAGによるマニュアル
の検索を利用して、顧客ごとに適切な返答内容を提案。

自動SNS運用機能
サマリー 投稿履歴や、インプレッションが高い投稿の確認、今後の投稿スケジュール等のサマリを表示。

投稿設定
情報取得先のURLや投稿頻度、積極的に取り入れたいキーワードなどを指定。生成AIが自動的に投稿内
容を生成し、テンプレートとして利用できる。インプレッションを参考にAIが最適な投稿内容を自動で学習。

顧客支援ヒント
顧客ごとに悩みを登録しておくことで、AIが定期的に支援ヒントを提案。AI主導で顧客をサポートする攻めの機
能。
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実証実験等の実施内容（実証１）

以下実証を計画し、エンスペース様にシステムをご協力・ご利用いただきました。

（１）【定性】生成AIが会話の情報から適切にサマリーを作成できているか計測
→サマリーの生成で情報に過不足があると、サポート内容全体に影響するため検証。
内容：企業情報を更新したタイミングで、変更内容から適切な内容を取得して反映されているか。余計な情報・取得がうまくできていな
い部分などが無いかを評価する。

（２）【定量】相談いただいてから回答するまでのリードタイムの計測
内容：
・相談があったものに対して、人が相談に乗った場合の回答生成にかかった時間を記録する。
・その後、生成AIに相談して使用に足る回答を得られるまでの時間を記録する。（出力が何度も発生する場合はトータルの時間）
→この２つの回答を比較・分析する。

（３）【定性】提案内容の質の計測
内容：
・相談があったものに対して、生成AIからの提案で有用であったものの件数を記録・評価する。

（４）【定量】SNS発信完了するまでのリードタイムの計測
内容：
・入居企業に関わるSNS発信が発生した際、人が作成した場合のかかった時間を記録する。
・その後、生成AIに作成させ、手直し等を含めて作成完了するまでの時間を記録する。（出力が何度も発生する場合はトータルの時
間）
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実証実験等の結果（実証１）

構築したシステム：サポートチャット
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実証実験等の結果（実証１）

構築したシステム：セグメント表示
生成AIの思考が複数次元のベクトルで行われており、2次元で図示してサポートチャットの傾向を表示）
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実証実験等の結果（実証１）

構築したシステム：支援ヒント
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実証実験等の結果（実証１）

構築したシステム：SNS投稿
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実証実験等の結果（実証１）

（１）【定性】生成AIが会話の情報から適切にサマリーを作成できているか計測

生成AIが適切にサマリーを形成。チャットボットや支援ヒントでの生成内容についても、他の入居者とのマッチングを提案できることを確認
しました。但し、生成される情報については、吐き出される情報に対して5段階評価のうち「レベル3：参考になる」という評価が最大値
情報が間違ってはいない状態の一方で、知っている情報も多いことを踏まえてレベル3の評価。
→新人の研修情報キャッチアップの観点であれば有用程度。

（２）【定量】相談いただいてから回答するまでのリードタイムの計測
（３）【定性】提案内容の質の計測
⇒上記評価の状況なので、適切に計測できず。

（４）【定量】SNS発信完了するまでのリードタイムの計測
SNS発信の機会を提案する支援ヒントへの機能追加

■方向性の検討
評価の５を目指すのか、研修用等に特化させていくのかも検討。
⇒長く使っていけるような声を取り入れたものにしていきたい。長く使い続け、信頼を勝ち取り、外（他コミュニティスペース等）との接続も
していきたいため、４、５を目指していく流れ。

■生成内容の評価を上げるために、以下対応を検討。
1.情報自体は間違っていないものの、運営側だけが知っている情報も多い ⇒課題① AIの回答精度への満足感を高める
2.新人研修などのキャッチアップの観点であればよい状態である ⇒課題② システムとしての利便性を向上させる
3.SNS運用支援機能の実証が実施できていない ⇒課題③ SNS運用支援の実用化に向けた課題の発見
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実証実験等の実施内容（実証２）

【原因（仮説）】
システムに登録されている顧客詳細情報が少ないため、AIの推論精度が向上しづらい

１．コンテンツの拡充
各企業のホームページなどを参考に内容を追記し、事業内容部分を充実させる。

２．サマリーの精度向上
AIによる各企業のサマリー内容が
充実するように
システムプロンプトを工夫。

課題① AIの回答精度への満足感の向上

1

2
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実証実験等の実施内容（実証２）

課題① AIの回答精度への満足感の向上（データ入力の具体例）

## 企業の基本情報
- 業種：情報通信業
- 事業拠点
- 東京本社、金沢LAB、富山LAB
- 出張所：宮城/静岡/福岡/大分
### 目指すもの
- デジタルの力と戦略的な連携でビジネスを次のステージへと導く
- ビジネスと個人の境界を越えた多様な課題を解決
- 個人と企業が新たなビジネスチャンスを創出できる環境を提供
- 人と人が助け合い、地域を活性化する社会の実現(地域の復興支援)
### 取り組み
- 地域課題解決を実践
- コミュニティ創出（Sports Bank/LocalBank）:地域特化型SNSを活用し、人と人の関係性をコミュニティとして構築。
- 人材育成・研修（AKATSUKIプロジェクト）※2024年
- 地域企業の採用強化およびミスマッチを防ぐため、高校生から社会人を対象にインターンを活用した人材マッチング(CareeTern)
- 研修・育成を通じて若手や女性などが能力を最大限発揮できる環境を整備、地域に必要な人材を創出
## 事業内容
- Webシステム開発・運用支援事業
- 目的：お客様のビジネスニーズに応じた高品質なデジタルソリューションを提供
- サービス内容
- 仕様検討から開発、リリースまでのトータルサポート
- カスタムソフトウェア開発：パッケージ～フルスクラッチ、CMS追加、ECサイト決済組込など。
- 特徴
- クラウド環境の構築と運用をサポートし、スケーラブルで信頼性の高いインフラを提供
- UI/UXデザインにより使いやすくブランド性の高い画面を制作
…

事業内容を「目指すもの」「取り組み」「事業内
容」「他企業に求めること」など細かく記載。

また、マークダウン記法で情報を与えることで
生成AIが解釈しやすい形式でデータを注入。
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実証実験等の実施内容（実証２）

【原因】
運営者に対して、システムとして不親切な表現やUIとなっている。

１．セグメントタイトルの追加
各セグメントがどのような内容か
一見するとわからない。
それぞれのセグメントに、AIによって
生成したタイトルをつける。

２．チャットタイトルの生成改良
稀に、AIが生成するタイトルの表示
が崩れるものがある。
システムプロンプトの改善が必要。

課題②-1 システムとしての利便性の向上

1

2
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実証実験等の実施内容（実証２）

【原因】
運営者に対して、システムとして不親切な表現やUIとなっている。

３．支援ヒント機能への導線改善
支援ヒント画面へのアクセス導線が
不親切でわかりづらい。
テキストの追加、アイコンサイズの調整
等、UIの改善対応を実施。

４．ヒント機能のテキスト調整
ヒント画面で表示されるボタンの意味や
使い方がわかりづらい。
テキストの変更により改善。

課題②-2 システムとしての利便性の向上

3

4
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実証実験等の実施内容（実証２）

【原因】
SNS運用支援機能が十分に活用できておらず、課題が発見できていない。

実証2にて、Asian Bridgeも別環境を用意の上、アカウントを紐づけて実証を行う。
最低でも20件程度の投稿を定期的に生成し、改善すべき課題を洗い出す。

課題③ SNS運用支援機能の実用化に向けた課題の発見
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実証実験等の結果（実証２）

（１）【定性】生成AIが会話の情報から適切にサマリーを作成できているか計測

■支援ヒント
使用感：スタッフより「今のUIになってからとても使いやすくなっている」という反応あり。
評価：5段階評価で「レベル4：実用的」に評価が向上。「参考にならない」というものは大幅に減った。

改善の余地はあれど、情報の精度は確実に上がっていて実用性がある段階になった。

生成された支援ヒントの数： 1290件
役に立った：   287件
役に立たなかった：   168件 ※残り835件は未評価

実際の支援ヒントの例：

→ システム内に登録されているサマリ情報などを活用し、コミュニティスペースに所属する他企業とのマッチングを提案

→ 実証1で検証ができなかったSNS投稿支援機能の活用を促すようなヒントの提案
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実証実験等の結果（実証２）

（２）【定量】相談いただいてから回答するまでのリードタイムの計測

エンスペース様のインターン生に実測いただき、約5分ほど縮んだことを確認。
個人のスキルや経験によって所要時間は変動するものの、経験の浅いスタッフの業務効率を底上げ・平準化できる効果が確認できた。

（３）【定性】提案内容の質の計測

・AIのチャットや支援ヒントで発生したアイデア・会話から、リアルでの会話につながった例が増えてきた。
（10件ほど。例：インターン生の採用をやりたい企業様）

例：
・3QI09UB：PC不調に関する解決策の会話
・46BN0M4：AIから出ていたペルソナについて一緒に議論

■課題
実証１であった「まだその段階ではないかな」という提案もまだ幾つかはある。
（例：AIから開発を提案されたがまだ広報の段階など。実際に入居企業に提案しても「その方向も考えたことあったんだけどね～」の温
度感）

https://open-php-84.asianbridge.org/sendai_ai/community/detail/4404a844cbe5fc2097d2a1f8e1f349b2
https://open-php-84.asianbridge.org/sendai_ai/community/detail/4404a844cbe5fc2097d2a1f8e1f349b2
https://open-php-84.asianbridge.org/sendai_ai/community/detail/4404a844cbe5fc2097d2a1f8e1f349b2
https://open-php-84.asianbridge.org/sendai_ai/community/detail/4404a844cbe5fc2097d2a1f8e1f349b2
https://open-php-84.asianbridge.org/sendai_ai/community/detail/7fd0b10b08f344f5f069d4d1d1a5d66c
https://open-php-84.asianbridge.org/sendai_ai/community/detail/7fd0b10b08f344f5f069d4d1d1a5d66c
https://open-php-84.asianbridge.org/sendai_ai/community/detail/7fd0b10b08f344f5f069d4d1d1a5d66c
https://open-php-84.asianbridge.org/sendai_ai/community/detail/7fd0b10b08f344f5f069d4d1d1a5d66c
https://open-php-84.asianbridge.org/sendai_ai/community/detail/7fd0b10b08f344f5f069d4d1d1a5d66c
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実証実験等の結果（実証２）

（４）【定量】SNS発信完了するまでのリードタイムの計測
普段のやりとりを元に支援ヒントにてSNS投稿の提案があるが、それを投稿してよいものなのか、という話を入居企業様とする必要があ
り、投稿まで時間がかかる。提案している段階には至っているが、そこから返答が無かったりと、まだ投稿までは至っていない。
そこで、当成果報告会のイベント告知の投稿文を生成。これを、「コミュニティスペース目線」「主催・参加企業目線」など自由に切り替え
て、発信目線に応じてシステムに登録されている情報と紐づけて質の高いものを生成できた。

人による概要、キーワードの整理：約3分、 生成AIによる投稿生成：15秒、 人によるニュアンスの調整・確認：約3分

時間としては「ゼロから考えるよりは短い・楽である」という評価。

----

その他の当社主催の過去イベントについても20件程度生成してみたが、同程度の時間だった。

例：当社主催の異業種交流会
人による概要、キーワードの整理：約2分、 生成AIによる投稿生成：20秒、 人による添削・確認時間：約4分

■課題
意図したとおりの結果を出力しやすくするために、予めどのような情報を与えるべきなのかをユーザーが意識する必要がある。
投稿者の立場として、どのようなことを目的としているのか、どんな参加者に来てほしいのかなどの背景情報、どの事業に紐づくイベントなの
か等を入力することで、当社が目指す経営理念や事業と絡めた投稿文を生成してくれた。
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今後の方針・展開

コミュニティ支援のチャットボット・支援ヒントについて
・生成AIからの提案について「まだその段階ではないかな」というものの改善が可能。
⇒CSVで会話データを注入しているが、Slackやチャットワークなどのコミュニティツールから定期的に取得できるようにする。
⇒ただし、エンスペース様との会話の中で判明したのが日常的な雑談やリアルな対話による生の声でしか得られない情報があるという

ことだった。それをどのように吸収するかを模索したい。
・生の声をノート的にメモ・投稿する機能があると、コミュニティ管理ツールとしての利便性・生成内容の有用性も上がるのではないか。
⇒サマリに残すべき情報・整理する情報の取捨選択ロジックの開発、RAG技術の精度向上の段階になるのではないか。

SNS投稿機能について
・「使い込むほど賢くなるシステム」としての発展性：
ユーザーの最終的な投稿履歴（過去の投稿）を「投稿者サマリ」として保存・生成時に参照させる仕組みを導入することで、より細か
いニュアンスやトーンを表現できるようになるのではないか。
ある程度使い込むと、ニュアンスの修正作業時間は限りなく少ない状態にできる想定。
・UI/UXの工夫によるさらなる品質の最大化：
ユーザーに対して「イベントとの関係性」や「投稿に至った裏話・経緯」を入力させるような導線（入力フォーム）をシステム上に設けるこ
とで、生成AIの出力品質（投稿目線や熱量）を最大限に引き出すことができる。
⇒プロンプトの精度は入力者によってしまうので、最低限のクオリティを出すために、システムとして入力欄を用意することで改善できる。

例：
・投稿対象SNS：「X（旧Twitter）」「Facebook」「Instagram」など
・トーン：「ビジネスライク（堅め）」「カジュアル（絵文字多め）」「熱血・アピール強め」など
・投稿役割の指定：「主催者として」「登壇者・出展者として」「会場提供者として」「一般参加者として」など
・背景・裏話：この告知内容に向けて苦労したことや、特にアピールしたい自社の取り組みなど
・その他細かい入力項目：「参加費」など想定される項目を入力欄として用意することで、ユーザーが意識せずにハルシネーションの可能性を低くできるのでは
ないか。
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今後の方針・展開

当システムを他コミュニティスペース様にも展開してアンケートを実施。

また、行政・民間データを統合する「広域ビジネス創出AIプラットフォーム」としての展望も見据えている。

この展望では、本システムに、行政向け画面を用意し、行政の公募案件情報を登録できるようにすることを考えている。
併せて、複数のコミュニティスペースに本システムを導入していただき、複数拠点間をつなぐような機能の拡張も検討している。

１．入居企業の利点
本システムを導入したコミュニティスペースを利用するだけで、他コミュニティスペースを含めた協業などの提案が舞い込み、
商談機会が増える。また、自社の強みを登録しておくことで、中小企業にとって探索コストの高い行政公募案件であっても、
AIが適切に判断して通知してくれる。

２．コミュニティスペースの利点
本システムが入居企業にとって有力な商談機会を生み
出すインフラとして機能することで、施設のブランド価値
を高め、有力企業の誘致と定着を実現する。

３．行政の利点
公募案件に対して、より適切な企業の応募が増え、
成約率が向上する。また、企業の真のニーズや技術を
リアルタイムに反映した分析ができ、施策のミスマッチや
効果の遅れを改善できる。

当社が実施する
地域社会の課題解決

３つの要素に係る事業を
自社サービスにて実施。

コミュニティ創出で人材を
集め、研修・人材育成事
業でスキルを見つけてもら
うことで、企業との人材
マッチングやコミュニティの
活性化を図っている。

地域社会の
問題解決

コミュニティ
創出

人材
マッチング

ツアー
事業

BPO事業

採用
コンサル

研修・人材
育成

zDX教育

人材紹介
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